
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

・帰り待ちの際にドアで手を挟まないか心配。 

 

Ｂ児童への支援内容 

・概ね満足。 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・月に１回のお便りがあり活動内容や写真を見

ることができる。 

・帰りの申し送りの際に、その日の様子を伝え

てくれる。 

 

Ｄ非常対応 

・概ね満足。 

・保護者も参加する訓練はない。 

 

Ａ環境面 

・個別対応ができる個室があると良い。 

・玄関を入ってからの導線があるとよい。 

 

Ｂ児童への支援内容 

・支援計画に基づいて行っている。 

 

Ｃ関係機関との連携 

・相談機関、教育関係機関等のニーズに合わせ

ている。 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・面談時や送迎時に顔を見て話が出来ている。 

・支援計画作成時やペアレントトレーニング開

始前に説明をおこなっている。 

 

Ｅ非常対応 

・月に一回を目安に避難訓練を実施。 

【共通点】 

・支援内容については、保護者との面談を参考にミーティングにてスタッフ間で話し合い、 

個別支援計画を作成し、それに基づいた支援を行っている。保護者との共通認識が持てている。 

 

【相違点】 

・お迎えを待っている利用児がドア近くにいることが多く、ドアの開閉時に手を挟む等のケガをしないか

心配の声が上がった。ゲートを設置するなど安全面の見直しが必要だと感じた。 

・非常対応は月に一度、避難訓練を実施している。今年度はコロナ禍ということで防災センターでの震災

体験はできなかった。 

また、保護者参加型の訓練がないとご意見をいただいた。今後、保育所等で行われているような災害時の

引き渡し訓練の実施を考えていきたい。 

職員による自己評価 保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 2 年度         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所名   コンブリオ第二事業所      

担当者    石田 唯果           

 

・ドア付近の安全対策や棚など危険箇所の使い方の見直し、場合によっては撤去を行うなど、室内レイ

アウトを職員で話し合い、実行する。 

・保育所等で行われているような引き渡し訓練の計画を立て、参加できる保護者にはご協力いただき、

実施する。 

 

 

・送迎時や帰りの申し送りの際に保護者とのコミ

ュニケーションが取れることで、ご本人のご自宅

での様子や事業所での様子など、タイムリーな情

報交換ができる。 

 

・毎月ミーティングをおこない、スタッフ間で支

援内容の共通認識ができている。 

 

・面談を行うことで普段の姿や成長過程の情報交

換ができ、共通理解を深めることができている。 

・室内のドア付近や棚の使い方など安全面の

見直しが必要。 

 

・避難訓練を実施した際の保護者への報告が

不十分。 

・保護者参加型の訓練がない。 

事業所の強み 

分析・検討してみて… 

事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

 

・今年度はコロナ禍ということで様々な活動が制限されてしまい、前年度のような保護者参加型のイベントが

開催できず残念でした。コロナ禍でも少人数の参加なら可能かどうか話し合い、保護者参加イベントの機会が

設けられるといいのではないかと思いました。 

・忘れ物や持ち物の入れ間違いが起きてしまったり、大切なお子様にケガを負わせてしまったりと大変ご迷惑

をおかけしております。今後はより一層、職員間で声を掛け合い、情報共有や危機管理意識を高めていきます。 

・皆様からの肯定的な意見が多く、大変有難く思っております。これからもお子様が楽しく成長しご満足頂け

るサービスを目指し、安全第一で 適切な支援を提供していけるよう努力して参ります。 

お忙しい中アンケートにご協力頂き、ありがとうございました。 


